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イ ン ド に 思 う
中央仏教学院長　福

ふく

間
ま

義
ぎ

朝
ちょう

　

新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。

また、 2年次・ 3年次に進級された皆様もこれか

ら仏様の教えをともに学んでまいりましょう。

さて、本年 2月にお釈迦様のご誕生の地、インドに 9年ぶりに

行って参りました。ここ１２年間、私の住む広島県三原市の湖畔の

ホテルで年に ３回、 ２泊 ３日の布教研鑚の合宿が行われています

が、そのメンバー １７人での旅でした。ブッダガヤや霊鷲山にお参

りいたしましたが、旅の最後の ２日間はバナラシでガンジス河の

すぐそばに宿をとり、参加者全員が各々自由行動をとることにい

たしました。このバナラシは２４時間遺体が焼かれてガンジス河に

流されます。ヒンドゥー教では、

ここで焼かれてガンジス河に流

されることを最高としているよ

うです。ですので、インド全国

からお年寄りが死を迎えにここ

にいらっしゃいます。「死を待

つ人の家」という場があり、そこではお年を召された方々が共同

生活をしながら最後の時を送り、亡くなったらすぐにガンジス川

のそばで荼毘に付されるそうです。また、バナラシの街の路地で

は板に載せられた遺体が人込みの中を運ばれており、旅の参加者

は自ずと「死」というものを身近に感じざるを得ませんでした。
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一方、今日本では「死」が覆い隠されています。屋根付きの霊

柩車も見なくなりました。また、新型コロナウイルスの影響によ

って葬儀は家族葬になり、誰にも知らされぬままに葬儀が勤めら

れております。いつの間にか人が亡くなるという事が自分の周り

に起こっていないような錯覚に陥りやすい環境になりました。し

かし現実には年々死者が増え続けております。令和 ４年（２０２２年）

の日本国内の死者数は１５７万人で、これは平成元年（１９８９年）の死

者数７９万人の倍に当たります。この間３０余年、日本の総人口は １

億２０００万人台ですが、死者の数は増し人口は減りつつあります。

これから亡くなる方はますます増え、今や多死社会とさえ言われ

ております。

かたや、日本は長寿社会を迎えており、１００歳以上の方も何万人

といらっしゃいます。そういう中で漠然と自分の死はずっと先と

思いがちになりますが、生ある者は死ぬのが当たり前で、今自分

が生かされている事こそ、驚きではないでしょうか。

いくら死に蓋（ふた）をしても必ず死にゆくこの身に、「大丈夫」

と言う世界があることを、学びながらも自らと御縁がある方々に

伝えてゆきましょう。
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親鸞聖人  本願に帰す
中央仏教学院講師　岡

おか

村
むら

喜
よし

史
じ

親鸞聖人のご誕生
昨年の春、本山の本願寺では「親鸞聖人ご誕生

850年・立教開宗800年」の慶
きよう

讃
さん

法要が勤修されまし
た。これは、令和 ５年（2023）は親鸞聖人が誕生さ
れて850年を迎えることを記念して営まれた法要で
すから、親鸞聖人はちょうど850年前にお生まれに

なったのです。
親鸞聖人は、自身で書かれた

お聖教の最後のところ（奥書）
などに、それを書いた年月日と
その時の自身の年齢（数え歳）
を書き込まれています。それを
逆算すると、すべて承

じょう

安
あん

３ 年
（1173）になります。ですから親
鸞聖人は、この年を起点として
自身の年齢を数えておられたこ
とになりますので、この年に誕生されたことがわかります。

親鸞聖人が誕生された承安 ３年とは、京都の天皇や公家が中心
となって政治が執られていた平安時代が終わり、新たに起こって
きた武家が政治の中心となる鎌倉時代へと移り変わろうとする激
動の時期でした。

このように世の中が大きく変わりつつあった時期に、親鸞聖人
は日野有

あり

範
のり

の子として京都で誕生されました。
親鸞聖人の父・有範は、聖人が幼少の時に職を辞して出家して

しまいましたので、聖人は伯父の日野範
のり

綱
つな

のもとで養育されてい
ました。

ところが、世の中の移り変わりのなかで、範綱も親鸞聖人を養
育することが難しくなってきたようです。

得度剃髪　左：慈円・中（稚児）親鸞聖人
『御絵伝』より
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比叡山での親鸞聖人

親鸞聖人は、治
じ

承
しょう

５ 年（1181）の春、 ９歳で慈
じ

円
えん

について出家
されて以後、20年間比叡山で天台僧として勉学や修行をしておら
れました。

親鸞聖人が比叡山でどのような修行をしておられたのかについ
ては、ほとんどわかっていません。

そのようななかで、親鸞聖人が後に結婚された妻の恵
え

信
しん

尼
に

さま
が書いた『恵信尼消

しょう

息
そく

』には、「殿の比叡の山に堂
どう

僧
そう

つとめておは
しましけるが、山を出でて六

ろっ

角
かく

堂
どう

に百日籠
こも

らせたまひ」（『註釈版
聖典』814頁）とあります。このことから、親鸞聖人は比叡山にお
られた時、「堂僧」という立場で修行をしておられたことがわかり
ます。さらに、これによると親鸞聖人は、比叡山で堂僧をしてお
られましたが、比叡山を下りて六角堂に籠もられたとあり、比叡
山を下りられる直前に堂僧をしておられたわけですから、堂僧は
親鸞聖人にとって比叡山での最後の立場だったのです。

堂僧とは、常
じょう

行
ぎょう

堂
どう

（常
じょう

行
ぎょう

三
ざん

昧
まい

堂
どう

）で「不
ふ

断
だん

念
ねん

仏
ぶつ

」の修行をする
僧のことと考えられています。

不断念仏とは、正方形の常行堂の中央に阿弥陀如来木像を安置
し、口で阿弥陀如来のみ名を称え、心で阿弥陀如来をひたすら念
じながら、阿弥陀如来の周りを回り続けるというもので、通常は
７日間、昼夜を問わず不眠不休でひたすらこれを行う修行です。
不断念仏の修行の目的は、その修行によって目の前に阿弥陀如

来が現れてくださる「見
けん

仏
ぶつ

」に到達するものです。
このように堂僧修行は、自分自身を限界まで追い込んだ先に開

けるという自力修行です。そしてこの苦しい修行を乗り越えたこ
とで阿弥陀如来が現れてくださったという境地に到達することで、
通常の人とは違う特別な力を得たものとされ、その後はさらに次
の修行へと進んでいくことができるのです。

ところが、親鸞聖人は、堂僧修行をしておられた直後に比叡山
を下りられていますから、どうもこの不断念仏の目的である見仏
の境地に達することがなかったのではないでしょうか。他の僧侶
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がこの厳しい修行によって到達できたという見仏に至ったと主張
しているのに、親鸞聖人はこれに至らなかったことで、自力修行
では新たな道が開けないということを実感されるとともに、自分
自身が決して特別な人間ではなく普通の人間であるということを
自覚されたようです。そして、これ以上比叡山にいる必要性を感
じられないため、比叡山を下りて普通の人間として民衆とともに
救われる途

みち

を求める決心をされたのでしょう。

六角堂から念仏の道程へ

親鸞聖人は、比叡山での修行の
のち六角堂に参

さん

籠
ろう

されました。こ
のことについて『恵信尼消息』で
は、「六角堂に百日籠らせたまひて、
後
ご

世
せ

をいのらせたまひけるに、九
十五日のあか月、聖徳太子の文を
結びて、示現にあづからせたまひ
て候」（同811頁）とされています。
つまり、六角堂には100日間の予定で参籠に入り、95日目の明け方
に救

く

世
せ

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

が現れて聖徳太子の偈文を授ったということです。
そもそも参籠とは、夜通し寺社のお堂に籠もって神仏に祈願す

る行為で、おもに観音菩薩を安置した寺院の本堂で行われていま
した。親鸞聖人のころの京都近辺での参籠所としては、六角堂の
他に、清水寺（京都市東山区）、近江国の石

いし

山
やま

寺
でら

（大津市）、東大
寺二月堂（奈良市）、大和国の長

は

谷
せ

寺
でら

（桜井市）などが著名なとこ
ろでした。

このようななかで親鸞聖人は、あえて六角堂を選ばれたのは、
六角堂が一般民衆が行き来する京都市中の雑踏の中にあったとい
うことでしょう。僧侶しかいない比叡山という特別な地を捨てて、
民衆のなかに進まれたのは、民衆とともに救われる途を求められ
たからと考えられます。

ところで、親鸞聖人が六角堂に参籠しておられたことについて、
夜の参籠には比叡山から通われたという伝承があります。

六角堂
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『恵信尼消息』では、親鸞聖人が「山を出でて、六角堂に百日
籠もらせたまひ」と書かれています。この文脈からすると、親鸞
聖人は比叡山を出た後に六角堂に100日間籠もられたことになりま
す。ですから、比叡山から六角堂に通われたのではく、まず比叡
山を出る決心をされたのです。もし比叡山から六角堂に通われた
のならば、親鸞聖人はその間天台僧として籍を残しながら、一方
では比叡山を出ることも選択としてもっておられたことになり、
100日間の六角堂参籠がうまくいかなければ、そのまま比叡山に残
ることも考えておられたことになります。親鸞聖人は決してその
ような中途半端な気持ちで六角堂参籠に臨まれたのではなく、ま
ず比叡山を出ることを固く決意されて、その後六角堂に向かわれ
たのです。

また、比叡山を出て直ぐに法然聖人のもとに行かれず六角堂に
参籠されたのは、比叡山を出た時点では自身が進むべき途をはっ
きりと決めておられたわけではなかったので、一般の人と同様に
観音菩薩にその後自分が進むべき途のお示し（示

じ

現
げん

）を頂くこと
を期待しておられたのでしょう。

六角堂で示現を受けられた親鸞聖人について、「法然上人にあ
ひまゐらせて、また六角堂に百日籠らせたまひて候ひけるやうに、
また百か日、降るにも照るにも、いかなるたいふにも、まゐりて
ありしに」（同811頁）と、『恵信尼消息』にはありますから、六角
堂で示現を受けた親鸞聖人は、その後法然聖人のもとに100日間通
われました。これは、六角堂での示現を信じるのではなく、法然
聖人が説いておられる念仏の教えが確かなものかどうかというこ
とを、自分自身で聴聞を重ねることを通して間違いないものであ
ると確信され、法然聖人の専修念仏に進まれたのでした。

親鸞聖人は、自身で『教
きょう

行
ぎょう

信
しん

証
しょう

』の「後
ご

序
じょ

」に、法然聖人の専
修念仏に帰入したことについて、「雑

ぞう

行
ぎょう

を棄
す

てて本願に帰す」（同
472頁）とはっきりと書かれていますので、固い決意をもって念仏
に帰入され、その後は阿弥陀如来の本願だけを信じて念仏される
ことになられたのです。

（本願寺史料研究所上級研究員：真宗史担当）
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2024（令和６）年度　学習の手引き

これから2024（令和 ６）年度通信教育が始まります。通信教育で
の学びを通して、親鸞聖人の開かれた浄土真宗のみ教えが、みなさ
まの心の支えとなりますよう、互いに励んでまいりましょう。

ここでは、みなさまの学習について課程別にご説明いたします。
ご自身が学ばれる該当ページをご覧ください。

専門課程は　 8 頁～11頁　→
（学籍番号上 ３ 桁240）

専修課程は　12頁～15頁　→
（学籍番号上 ３ 桁231・221・211・201）

学習課程は　16頁～18頁　→
（学籍番号上 ３ 桁233・223・213・203・193・183・173）

※旧制度専修課程（学籍番号上 3 桁191・181・171）の内容は、昨
年度の『学びの友』 9 月号をご参照ください。

通信教育ホームページはこちら↓
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専
門
課
程

  専 門 課 程  

Ⅰ　教育科目（ ３ 年間の履修科目）

浄土真宗や仏教を ３ 年間で専門的に学んでいただきます。また、
浄土真宗本願寺派の得度・教師を目的とされる方は、基礎科目に
加えて僧籍科目も学んでいただきます（「僧籍科目受講願」は 2 年
次末まで提出可能）。

基礎科目
１ 年次　�「宗制の大意」「仏教の基礎知識」「釈尊の生涯」　　　　

「真宗史①」「おつとめ」
２ 年次　�「真宗教義①」「仏教教義①」「真宗史②」「仏教史①」　　

「宗教概説①」
３ 年次　�「真宗教義②」「仏教教義②」「真宗史③」「仏教史②」　　

「宗教概説②」

僧籍科目
１ 年次　「法式規範の基礎知識」「勤式作法①」
２ 年次　「宗門法規」「勤式作法②」
３ 年次　「法話実演」「勤式作法③」

Ⅱ　教材（ １ 年次において使用するもの）

専門課程では、以下の教材を使用します。※印の教材については、
21頁に詳細を掲載しておりますので、あらかじめご自身でご用意
ください。

基礎科目
教科書　　『僧侶教本A』
聖　典　※『浄土真宗聖典（註釈版）』第二版 
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　　　　※『浄土真宗聖典（註釈版）七祖篇』
経　本　※『浄土真宗聖典－勤行集－』

僧籍科目
経　本　※『改譜 正信偈和讃（小本和讃）』
　　　　※『浄土真宗本願寺派勤式集』
図　書　※『浄土真宗本願寺派法式規範』

Ⅲ　隔月誌『学びの友』（本誌）

通信教育講師による教義解説や、事務連絡などを掲載します。
学習の一助としてご活用ください。

Ⅳ　講義動画

教材に基づいた各科目の講義動画を10月 1 日、11月 １ 日、12月
１ 日、 １ 月 １ 日、 ２ 月 １ 日、 ３ 月 １ 日に配信します。通信教育ホ
ームページの専用バナーより、ID ／ PASS（別紙同封）を入力し
てご視聴ください。配信された動画は2025年 ８ 月31日まで視聴で
きます。

基礎科目
１ 年次　�「宗制の大意」「仏教の基礎知識」「釈尊の生涯」
　　　「真宗史①」「おつとめ」
※�「釈尊の生涯」は12月 １ 日で追加配信が終了します。あらか
じめご了承ください。

僧籍科目
１ 年次　「法式規範の基礎知識」「勤式作法①」
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Ⅴ　スクーリング

対面での講義を通し、他の受講生と共に学んでいただく貴重な
学習の場です。学年末試験もスクーリング会場で行われます。

基礎科目
講師からの対面講義及び試験を ２ 日間の日程で実施します。
　・期間： 2025（令和 ７ ）年 ４ 月～ ６ 月（予定）
　・会場：中央仏教学院・築地本願寺・広島別院（予定）
　　　　　（希望会場を選択していただきます）
詳細は『学びの友』 １ 月号に掲載します。

僧籍科目
「得度スクーリング」（ １ 年次）
「法式規範の基礎知識」「勤式作法①」の、対面講義、実習及び
試験を実施するものです。 ２ 日間の日程で行います。

・期間： 2025（令和 ７ ）年 ４ 月～ ６ 月（予定）
・会場：中央仏教学院（予定）

詳細は『学びの友』 １ 月号に掲載します。

Ⅵ　各種質問

事務手続きに関するご不明な点や、教義内容についての疑問な
どは、通信教育ホームページの「通信の質問ページ（パスワード：
0901）」よりご質問ください。

Ⅶ　添削指導

学習した内容を整理するため、ご自身でレポートにまとめるこ
とも大切です。
通信教育講師に直接添削していただき、理解度を確かめてみま
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しょう。通信教育ホームページの「添削指導のページ（パスワー
ド：0901）」より、添削レポートの提出が可能です。
（添削レポートは800字以内とします）

Ⅷ　学年末試験

各年次の履修科目の理解度について、合否を判定する試験です。

基礎科目
スクーリング会場において実施します。（Ⅴ スクーリング参照）
●�筆記試験　 １ 年次　�「宗制の大意」「仏教の基礎知識」　　　　

「釈尊の生涯」「真宗史①」 
●実唱試験　 １ 年次　「おつとめ」※僧籍科目受講者は除く。

僧籍科目
「得度スクーリング」会場において実施します。（Ⅴ スクーリ

ング参照）

●筆記試験「法式規範の基礎知識」 　●実唱試験「勤式作法①」

専門課程の大まかな流れを把握し、計画的に学習を進めてくだ
さい。また、入学後のいずれかの時期より僧籍科目の受講を検討
されておられる方は、「僧籍科目受講願」の提出時期によっては、
開講年度中に「得度スクーリング（Ⅴ スクーリング参照）」を受
講できない場合があります。スクーリングの受講には事前に受付
が必要となりますので、年度途中で「僧籍科目受講願」を提出し
「得度スクーリング」も受講したいと考えておられる方は、12月末
までに事務局へご連絡ください。
なお、通信教育ホームページに不定期でお知らせを掲載してお

ります。講義動画視聴で同ホームページを訪れた際に新着のお知
らせがございましたら、ご確認いただきますようお願いいたします。
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　専　修　課　程　

Ⅰ　教育科目（ ３ 年間の履修科目）

浄土真宗本願寺派の得度・教師を目的として、 ３ 年間で学び修
得していただきます。
１ 年次　�「宗制の大意」「仏教の基礎知識」「法式規範の基礎知識」

「釈尊の生涯」「真宗史①」「勤式作法①」
２ 年次　�「真宗教義①」「仏教教義①」「真宗史②」「仏教史①」　　

「宗教概説①」「勤式作法②」
３ 年次　�「真宗教義②」「仏教教義②」「真宗史③」「仏教史②」　　

「宗教概説②」「勤式作法③」「法話実演」「宗門法規」

Ⅱ　教材（ ２ 年次以降のもの）

専修課程では、以下の教材（過年度分も含む）を使用します。
※印の教材については、21頁に詳細を掲載しておりますので、あ
らかじめご自身でご用意ください。
教科書　 ２ 年次　『僧侶教本Ｂ』　
　　　　 ３ 年次　『仏教』『真宗』『寺と教団Ⅰ』『寺と教団Ⅱ』
経　本　 ２ 年次※『浄土真宗本願寺派勤式集』
　　　　 ３ 年次※『浄土真宗本願寺派葬儀勤行集』
　　　　　　　※『御伝鈔』（唱読用）
図　書　 ３ 年次※『拝読浄土真宗のみ教え』（改訂版布教読本）
　　　　　　　※『浄土真宗本願寺派宗門基本法規集』

Ⅲ　隔月誌『学びの友』（本誌）

通信教育講師による教義解説や、事務連絡などを掲載します。
学習の一助としてご活用ください。
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Ⅳ　CD（ ２ 年次以降のもの）

各種おつとめを収録したＣＤで、浄土真宗のおつとめを学んで
いただきます。 
２ 年次　No.１（収録内容）頌讃、阿弥陀経作法 
　　　No.２（収録内容）観無量寿経作法、無量寿経作法

３ 年次　No.１（収録内容）五会念仏作法、大師影供作法
　　　No.２（収録内容）讃弥陀偈作法、往生礼讃偈、御文章 
　　　No.３（収録内容）葬場勤行、伽陀、御伝鈔

Ⅴ　講義動画

教材に基づいた各科目の講義動画を10月 １ 日、11月 １ 日、12月
１ 日、 １ 月 １ 日、 ２ 月 １ 日、 ３ 月 １ 日に配信します。通信教育ホ
ームページの専用バナーより、ID ／ PASS（別紙同封）を入力し
てご視聴ください。配信された動画は2025年 ８ 月31日まで視聴で
きます。
２ 年次　�「真宗教義①」「仏教教義①」「真宗史②」「仏教史①」  　  

「宗教概説①」「勤式作法②」 
３ 年次　�「真宗教義②」「仏教教義②」「真宗史③」「仏教史②」 　   

「宗教概説②」「勤式作法③」「法話実演」「宗門法規」
※ ２ 年次「仏教教義①」「仏教史①」、 ３ 年次「仏教史②」は １ 月

１ 日で、３ 年次「真宗史③」は ２ 月 １ 日で追加配信が終了します。
あらかじめご了承ください。

Ⅵ　スクーリング

全国で学んでおられる方々が集い、 ２ 日間の日程で共に学んで
いただく貴重な学習の場です。今年度から試験に加え、講義を聴
講のうえ、試験を受験いただきます。
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・期間： 2025（令和 ７ ）年 ４ 月～ ６ 月（予定）
・会場：中央仏教学院・築地本願寺・広島別院（予定）

詳細は『学びの友』 １ 月号に掲載します。

★「得度スクーリング」
「勤式作法」の実習を ２ 日間の日程で実施します。学籍番号上 ３

桁231・221・211・201の方は卒業までに １ 回、受講義務があります。
・期間： 2025（令和 ７ ）年 ４ 月～ ６ 月（予定）
・会場：中央仏教学院

詳細は『学びの友』 １ 月号に掲載します。

Ⅶ　各種質問

事務手続きに関するご不明な点や、教義内容についての疑問な
どは通信教育ホームページの「通信の質問ページ（パスワード：
0901）」よりご質問ください。

Ⅷ　添削指導

学習した内容を整理するため、ご自身でレポートにまとめるこ
とも大切です。
通信教育講師に直接添削していただき、理解度を確かめてみま

しょう。通信教育ホームページの「添削指導のページ（パスワー
ド：0901）」より、添削レポートの提出が可能です。
（添削レポートは800字以内とします）

Ⅸ　学年末試験

各年次の履修科目の理解度について、合否を判定する試験です。
スクーリング会場において実施します。（Ⅵ スクーリング参照）
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●筆記試験
２ 年次　�「真宗教義①」「仏教教義①」「真宗史②」「仏教史①」　

「宗教概説①」
３ 年次　�「真宗教義②」「仏教教義②」「真宗史③」「仏教史②」　

「宗教概説②」   「宗門法規」
●実唱試験

２ 年次「勤式作法②」
３ 年次「勤式作法③」

●実演試験
３ 年次「法話実演」

専修課程の大まかな流れを把握し、計画的に学習を進めてくだ
さい。2024年 ９ 月より、専修課程・学習課程が統合・改変され専
門課程となりましたが、2024年 8 月31日時点で専修課程に在学し
ておられる方は、入学より ６年間、従前の課程で学習が継続でき
ます。
なお、通信教育ホームページに不定期でお知らせを掲載してお

ります。講義動画視聴で同ホームページを訪れた際に新着のお知
らせがございましたら、ご確認いただきますようお願いいたします。
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　学　習　課　程　

Ⅰ　教育科目（ ３ 年間の履修科目）

広く一般の方に、浄土真宗や仏教・宗教について ３ 年間で体系

的に学んでいただきます。

１ 年次　「宗教」「仏教」「真宗」「おつとめ」「寺と教団」

２ 年次　「宗教」「仏教」「真宗Ⅰ」「真宗Ⅱ」「寺と教団」

３ 年次　「宗教」「仏教」「真宗Ⅰ」「真宗Ⅱ」「寺と教団」

Ⅱ　教材（ ２ 年次以降のもの）

学習課程では、以下の教材を使用します。

教科書　 ２ 年次　『宗教』『仏教』『真宗Ⅰ』『真宗Ⅱ』『寺と教団』

　　　　 ３ 年次　『宗教』『仏教』『真宗Ⅰ』『真宗Ⅱ』『寺と教団』

経　本　 ２ 年次・ 3 年次　※『浄土真宗聖典－勤行集－』

　　　　�スクーリングの際に使用しますので、あらかじめご自

身でご用意ください。

Ⅲ　隔月誌『学びの友』（本誌）

通信教育講師による教義解説や、事務連絡などを掲載します。

学習の一助としてご活用ください。

Ⅳ　講義動画

教材に基づいた各科目の講義動画を10月 １ 日、 ３ 月 １ 日に配信

します。通信教育ホームページの専用バナーより、ID ／ PASS（別
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紙同封）を入力してご視聴ください。配信された動画は2025年 ８

月31日まで視聴できます。

Ⅴ　スクーリング

全国で学んでおられる方々が集い、共に学んでいただく貴重な

学習の場です。

今年度から開催方法を、動画視聴より対面開催に変更します。

なお、対面で参加できない方への対応として、対面講義の配信も

行います。

・期間： 2025（令和 7 ）年 4 月（予定）

・会場：中央仏教学院（予定）

詳細は『学びの友』 １ 月号に掲載します。

Ⅵ　各種質問

事務手続に関するご不明な点や、教義内容についての疑問など

は、通信教育ホームページの「通信の質問ページ（パスワード：

0901）」よりご質問ください。

Ⅶ　添削指導

学習した内容を整理するため、ご自身でレポートにまとめるこ

とも大切です。

通信教育講師に直接添削していただき、理解度を確かめてみま

しょう。通信教育ホームページの「添削指導のページ（パスワー

ド：0901）」より、添削レポートの提出が可能です。（添削レポー

学びの友-53-1.indd   17 24/08/21   10:29



1818

学
習
課
程

トは800字以内とします）

Ⅷ　学年末試験

各年次の履修科目の理解度について、合否を判定する試験です。

レポート提出形式にて実施いたします。詳細は『学びの友』 ３ 月

号に掲載します。

学習課程の大まかな流れを把握し、計画的に学習を進めてくだ

さい。2024年 ９ 月より、専修課程・学習課程が統合・改変され専

門課程となりましたが、2024年 8 月31日時点で学習課程に在学し

ておられる方は、入学より ６年間、従前の課程で学習が継続でき

ます。

なお、通信教育ホームページに不定期でお知らせを掲載しており

ます。講義動画視聴で同ホームページを訪れた際に新着のお知らせ

がございましたら、ご確認いただきますようお願いいたします。
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通信教育部からのお知らせ
【「各種質問」「添削指導」について】

2023（令和 5 ）年度までは、『学びの友』に付属の“質問票”や“添
削券”を利用し、郵送でのやり取りを行っておりましたが、2024（令
和 6 ）年度からは通信教育ホームページの各専用フォームより必要
事項を入力し、送信してください。後日、入力されたメールアドレ
スへ回答を返信いたします。

【教材について】
通信教育部よりお届けした教科書やCD（専修課程のみ）に、乱丁・

落丁・不具合がございましたら、事務局までご一報ください。無償
でお取り替えいたします。

【進級について】
１ 年間の学習を終えますと、その年次に未修得科目（試験におい

て10点満点中の ６ 点未満若しくは100点満点中の60点未満の科目、又
は未受験の科目）が生じた場合でも、次の年次に進級となります。
その場合、未修得科目はあらためて次の年次の科目と併せて受験し
ていただけます。ただし、僧籍科目に関しては、該当する試験が実
施されるスクーリング会場でのみ、受験が可能です。

【在学年数について】
通信教育の在学年数は ６ 年間です。この期間内に全科目を修得し

てください。

【休学について】
休学を希望される場合は、学務係にご相談ください。（ただし、 2

年を超えて休学はできません）

【卒業について】
原則、 ３ 年間で全科目を修得し全スクーリングを受講されますと

卒業になります。卒業が認定された方には卒業証書を授与します。
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【特典について】
専門課程の基礎科目及び僧籍科目の全科目を修得し、全スクーリ

ングを受講し卒業が認定されますと、次の特典が付与されます。
１ ，��得度講習会及び得度考査の免除（有効期限は卒業日より ３ 年間）
２ ，��教師教修出願資格試験講習会の免除（有効期限は卒業日より ５年間）

※専修課程在学生で学籍番号上 ３ 桁231・221・211の方も、卒業され
ると上記の特典が付与されます。なお、専修課程在学生で学籍番
号上 ３ 桁201・191・181・171の方については、卒業特典が現行と
異なります。ご不明な方は、学務係までお問合せください。

【受講課程の変更について】
通信教育では、入学後に受講課程を変更することはできません。

もし課程を変更する必要が生じた場合は、あらためて １ 年次より入
学していただくことになります。 受講課程の変更を希望する場合は、
学務係にご相談ください。

【退学について 】
事情により退学を希望される場合は、学務係にご連絡のうえ、書

面にて退学届をご提出ください。（納入された授業料などの諸経費は
返金できません）

【その他】
ご不明な点がございましたら、通信教育部までご連絡ください。

電話でのご連絡は、平日の午前10時より午後 ４時までにお願いします。
ご住所やお名前の変更などは、（お名前には必ず「ふりがな」をつ

け、旧住所・新住所・電話番号を記入して）書面または通信教育ホ
ームページ「通信の質問ページ」からお知らせください。なお、ご
住所を変更される場合は、あらかじめ郵便物の転送手続きもお願い
します。
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=図 書 紹 介=
「学習の手引き」で掲載しました必要図書・聖典・経本を紹介します。

　専　門　課　程　
「基礎科目」【 １ 年次】

　・『浄土真宗聖典(註釈版）』第二版　5,720円　本願寺出版社刊 

　・『浄土真宗聖典(註釈版）七祖篇』6,286円　本願寺出版社刊

　・『浄土真宗聖典－勤行集－』990円　本願寺出版社刊

「僧籍科目」【 １ 年次】

　・�『改譜 正信偈和讃(小本和讃）』懇志2,300円　本願寺参拝教化部

免物担当

　・�『浄土真宗本願寺派法式規範』（第三版第七刷発行）3,740円　

本願寺出版社刊

　・『浄土真宗本願寺派勤式集』5,500円　本願寺出版社刊

　専　修　課　程　

【 ２ 年次】

　・�『浄土真宗本願寺派勤式集』5,500円　本願寺出版社刊 

【 3 年次】

　・�『拝読浄土真宗のみ教え』(改訂版布教読本）1,320円　本願寺

出版社刊 

　・『浄土真宗本願寺派宗門基本法規集』1,100円　本願寺出版社刊

　・『浄土真宗本願寺派葬儀勤行集』（表紙が緑色のもの）1,650円

　本願寺出版社刊

学びの友-53-1.indd   21 24/08/21   10:29



22

　・『御伝鈔』（唱読用）1,100円　永田文昌堂刊　

　　　　※本願寺出版社でもお求めいただけます。

価格は2024（令和 6）年 8月 1日現在のもの

お問い合わせ先

　・本願寺参拝教化部

　　〒 600-8501

　　京都市下京区堀川通花屋町下る 本願寺門前町

　　電話 075-371-5181

　・本願寺出版社（ホームページもご利用ください）

　　〒 600-8501

　　京都市下京区堀川通花屋町下る 本願寺門前町

　　電話 075-371-4171　FAX 075-341-7753
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「つどい学習会」のお知らせ
中央仏教学院通信教育の特色の一つとして、全国各地で開催され

ている学習会、通信教育受講生の「つどい」があります。家庭での
『テキスト』を中心とした個人学習を助けるための各地の受講生が
横の連絡をもちながら、教務所や別院を会場として、月 １回から数
回自主的に各地で行われる「つどい」とよばれる学習会です。その
内容は､ 各地の講師等による教科の学習や、勤式指導員の指導のも
とでの「おつとめ」の練習等です。受講生相互の親睦も深まり、互
いに励まし合い研鑚し合って、その効果には大きいものがあります。
「つどい」学習会に興味のある方は、以下のつどい世話人に直接連
絡してください。

札幌地区	
会場：札幌別院
＜学習会＞
　・おつとめ練習会　2０2４年 9 月2０日前後（日程調整中）
　　2０2４年１０月～2０2５年 6 月毎月 ８ 日

（人数や状況により不定期開催になる場合あり）
＜その他＞
　・新入生レクリエーションなど
〒００４−０８6７ 北海道札幌市清田区北野七条 ４丁目１１-2０-2０５	
伊井　歩　☎０８０−１８6８−6１6１　メール	q７d８７3fdd７n１n_０７3０@yahoo.co.jp

函館地区	
　・仏教に学ぶ会「み教えの部」毎月１８日　「おつとめの部」毎月2８日
　　（函館別院）
〒０４０-００４2 北海道函館市東川町１2-１2 函館別院内

別院内事務担当 臼井顕生 （つどい世話人岸田桜子） ☎０１3８-23-０6４７
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東北地区�
会場：仙台別院
＜学習会＞
　・おつとめ練習会　毎月第 4 土曜日（10月は第 3 土曜日）10時～12時
＜その他＞
　・おつとめ研修会　2025年 2 月下旬～ 3 月上旬
　・講演会　2024年10月19日
　・報恩講法要　2025年 ４ 月26日
〒980-0871� 宮城県仙台市青葉区八幡2-21-14� 寺田章次　☎022-219-3883

メール MXL04114@nifty.ne.jp

東京地区�
＜学習会＞　学習会の予定詳細はホームページに掲載しています
　・開講式　2024年10月14日（月祝日）　11時～（会場：築地本願寺 講堂）
　 同日13時30分～　全体講義　「親鸞聖人の人生観－<春になる人生>－」
　　講師：川添泰信先生（本願寺派司教）
〔オンライン（Zoom）学習会〕2024年10月～2025年 6 月いずれも10時～15時
　【学科】 ５ 教科を13科目として講義　各科目の講義回数 6 回程度

　（講師：中央仏教学院講師）
　【おつとめ・声明】年間10回程度の講義
〔対面学習会〕（会場：築地本願寺および築地本願寺周辺の有縁の寺院）
　各課程各年次年間 8 回程度　2024年10月～2025年 7 月　10時～15時
＜その他　同窓会合同行事など＞
　【真宗連続講座】（オンラインZOOM）
　・「『正信偈』講座後編」全11回　講師：南條了瑛先生　他
　【公開講座】（対面）　会場：築地本願寺および築地本願寺周辺の有縁の

寺院2025年 1 月～ 6 月まで　年間 3 回程度
　・千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要　団体参拝予定　2024年 9 月18日（水）
　・報恩講法要団体参拝（築地本願寺）2024年11月　同窓会関東支部と

合同
　　　中央仏教学院通信教育生　東京地区つどいの会ホームページ
　　　http://www.chubutsu-tokyo.org
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　※お問い合わせは、東京つどい学習会ホームページの「お問い合わせ」
からご連絡ください。

〒185-0024　東京都国分寺市泉町3-5-7-202　山崎様方　田辺圭一
☎090−4936−7505（東京つどいの会事務受付用）

メール tsudoi09@chubutsu-tokyo.org

新潟地区（休止中）�
〒959-0133 新潟県燕市新堀2137� 赤坂桐子　☎0256-98-2340

富山地区�
＜学習会＞ 
　・開講式、オリエンテーション　会場：富山別院　2024年10月26日（土）

9 時30分
　・�「おつとめ」「伝道」学習会　2024年12月〜 2025年 3 月　会場：高岡

会館
　・「真宗」「真宗史」他　2024年12月〜 2025年 3 月　会場：富山別院
＜他行事＞
　・「安心論題に学ぶ」「季刊せいてん購読」　毎月開催　会場：富山別院
　・ 6 月　日帰り研修会　県内又は近県の寺院での法要参拝
〒930-0243 富山県中新川郡立山町米道12� 加藤敏久　☎076-463-0282

メール ttymkatou@gmail.com 

福井地区�
会場：福井別院
＜学習会＞
　・土曜もしくは日曜日　13時30分～  
　　テキスト中心または、正信偈など声明の学習
　・同窓会との合同学習会 土曜　13時30分
〒916-1222 �福井県鯖江市河和田町22-17-1　水上俊宏
� ☎0778-65-1531・090-1631-0116　メール mizz3109@gmail.com
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岐阜地区�
＜学習会＞
　・仏教、真宗、おつとめ練習　オンライン・対面学習
　　2024年10月～2025年 5 月　13時30分～16時30分

　原則　偶数月第 ２ 日曜日、奇数月第 ３ 日曜日　対面会場は参加者に
都度連絡

＜他行事＞
　・総会　2024年 9 月14日（土）13時30分～　オンライン・対面開催

 ・反省会　2025年 7 月（日時未定）　オンライン・対面開催
〒502-0812 岐阜市八代3-11-2

戸谷幸治　☎090-4850-0448　メール kouji-toya8011@ccn.aitai.ne.jp

東海地区�
会場：名古屋別院（通称名古屋西別院）　 １ 階ホール
＜学習会＞
　・毎月 1 回　教学講義 9 時40分～12時30分　質疑応答 13時30分～14時
　　　　　　　おつとめ練習会 14時40分～16時
　　開催予定日時　2024年10月27日　11月24日　12月22日
＜その他＞
　・年次総会、オリエンテーション、教学講義　 9 月29日 10時～16時
　・オンライン学習会（年 3 回の予定）　　2024年10月13日 10時～12時
　・報恩講・研修旅行・公開講座など
〒444-1211 愛知県安城市根崎町東出口24-2
� 　沓名奈都子　☎090-7042-0542　メールbyakurenge18@gmail.com

滋賀地区
会場：八幡別院
＜学習会＞
　・おつとめ学習会　2024年 9 月18日（水）11時30分～15時30分
　　10月21日（月） 9 時30分～12時、11月 6 日（水）13時～15時30分、
　　2025年 １ 月22日（月）13時～15時30分、 2 月17日（月） 9 時30分～12時
　　 3 月26日（水）13時～15時30分
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＜その他＞
　・�真宗講座　2024年10月21日（月）、2025年 ２ 月17日（月）、3 月17日（月）　

13時30分～16時
　・滋賀支部報恩講、法話聴聞　2024年11月 6 日
　 ・聖跡巡拝と一泊研修（吉﨑別院）　2024年11月26日・27日
　・同窓会定期総会、法話聴聞会　2025年 6 月25日
〒529-1156 �滋賀県彦根市清崎町288-10

辻　哲雄　☎090-9045-1457　メールkou-myou4@galaxy.ocn.ne.jp

京都地区
＜学習会＞
　・おつとめ練習
　　①会場：京都教区教務所（午前 ９ 時～）
　　2024年 9 月 8 日、10月27日、11月17日、2025年 1 月 5 日、 2 月 9 日、
　　 3 月23日、 4 月20日、 5 月18日、 6 月15日
　　②会場：中央仏教学院（午前 ９ 時30分～）　2024年12月 1 日
　・科目学習
　　①会場：京都教区教務所（午前 9 時～）
　　　2024年 9 月15日、10月 6 日、11月 3 日、2025年 1 月26日、
　　　 3 月 9 日、 4 月 6 日、 5 月11日、 6 月 1 日
　　②会場：中央仏教学院（午前 ９ 時30分～）　2025年 2 月16日
　　＜その他＞
　　　会場：中央仏教学院
　　　・「勤式特別勉強会」2024年10月13日
　　　・「報恩講（親鸞聖人を偲ぶ会）」2025年 1 月13日
〒606-8116 �京都市左京区一乗寺宮ノ東町6�

名種木乃実　☎090-9165-6996　syaku_yuika@yahoo.co.jp

奈良地区�
＜学習会＞
　会場：田原本町　浄照寺

 ・三帖和讃繰読み　毎月第 2 、第 4 日曜日　10時～ 
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　・声明練習、学年別学習会　毎月第 2 、第 4 日曜日　13時～
＜その他＞
　・報恩講法要　毎年 5 月上旬 　会場：田原本町　浄照寺
　・聖跡参拝 毎年 6 月　予定 
〒634-0064 奈良県橿原市見瀬町38-417�

尾縄伸一　☎090-8526-6383　メールunebiyama199@gmail.com

大阪地区�
＜学習会＞
　会場：津村別院　月 ２ 回程度、
　声明・作法の練習と学習指導「つどい学習会」の時間割や参加費用等

については、ホームページでご確認下さい。
　インターネット検索で「大阪　つどい」と入力してください。

・随時公式LINEでお知らせを配信していますので、ホームページに掲
載しているリンク先から登録してください。

＜その他＞
・大阪地区同窓会総会の開催に際して、中央仏教学院長　福間義朝先

生のご法話があります。2024年10月27日（日） 13時受付で、どなたで
もご聴聞いだけます。但し、大阪支部会員でない方は、参加費千円
が必要です。

・「真宗講座」として、高田未明先生（浄土真宗本願寺派　総合研究所　
副所長）による講義とご法話を開催しています。開催日時は、ホー
ムページでご確認下さい。参加費は各回500円です。

・聖蹟参拝　2025年 6 月14日（土）の予定
〒662-0024　兵庫県宝塚市逆瀬台3−5−12

下野幸彦　☎090-6377-6070　shimono-tec01@hera.eonet.ne.jp

兵庫地区�
＜学習会＞
　会場：亀山本徳寺
　・教科の学習会およびおつとめ練習会　 9 時30分～15時30分

　2024年10月 6 日（日）・11月10日（日）・12月 8 日（日）・
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　2025年 1 月19日（日）・ 2月 9日（日）・ 3月 9日（日）・ 4月 6日（日）・
5 月18日（日）

＜その他＞
　会場：亀山本徳寺
　・『報恩講』（同窓会と共催）2024年11月10日（日） 9 時30分～12時30分

　終了後は庫裡にて、教科の学習会およびおつとめ練習会
　・『御身拭』　2024年12月 8 日（日）午後
〒670-0973 �兵庫県姫路市亀山324�

尾下弘一　☎080-1492-3015　メール guhou@meg.winknet.ne.jp

山陰地区�
会場：山陰教堂
＜学習会＞

・「おつとめ」研修会　2024年11月中旬　 9 時30分～15時
 　講師：山陰教区勤式指導員

・おつとめ練習会・スクーリング対策懇談会 2025年 3 月中旬 9 時30
分～15時

〒690-0868 島根県松江市うぐいす台2-14
� 小川喜多男　☎0852-26-2682　メール kitasan210@mable.ne.jp

四国地区�
＜学習会＞

 会場：塩谷別院
 ・学習会のつどい　年 3 回 
 ・聞信会のつどい　年 3 回

＜その他＞
・ 1 日県外研修旅行　（岡山誕生寺）
・「香川県内法然聖人流罪地を訪ねる」「香川県内親鸞聖人24輩の石仏

の旅」
〒769-0303 香川県仲多度郡まんのう町七箇1403-1
�大西徹野　☎0877-77-2198　メール K872tzfiytt4KKi2q548@docomo.ne.jp
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備後地区�
会場：本願寺備後教堂
＜学習会＞

  時間：10時～16時
　　2024年 9 月22日　10月20日、12月15日、2025年 1 月19日、
　　　　　 2 月16日、 3 月23日、 4 月20日
＜その他＞
　 ・総会 　2024年11月10日　10時から16時
　・聞法会　2025年 5 月～ 8 月　計 4 回　10時～16時
〒721-0958 広島県福山市西新涯町1-25-9-1�
� 前田順子　☎084-954-5825　メール okaapon.j-0504@ezweb.ne.jp

広島地区�
＜学習会＞
会場：広島別院
　・各年次年間20回実施　10時～15時　開講式　2024年 9 月23日（月祝日）
　・「安芸教区勤式指導所」への参加（広島別院主催）
　・各種聞法会行事の参加 （同窓会支部主催、広島別院主催等）
〒738-0043 広島県廿日市市地御前北3-13-6�
� 石井奉昭　☎0829-39-5666　メール toilatom@ezweb.ne.jp 

山口地区
＜学習会＞

①山口支部中央学習会（声明及び学習会）2024年 9 月28日（土）、10月
12日（土）、11月30日（土）　会場：山口別院会議室　10時～12時

②西部地区学習会（声明の練習会）
＜その他＞

・山口支部同窓会総会（山口別院大会議室） 2024年11月12日㈯　
　 9 時30分～12時　前年度報告等と御法話

　・山口別院降誕会　毎年 5 月 5 日　法要前の清掃奉仕等と法要参詣 
　・バス旅行（予定） 
〒750-0415 山口県下関市豊田町浮石750-2�

肘島加奈子　☎083-766-1131　メール hiji.island@docomo.ne.jp
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福岡地区�
＜学習会＞
　・会場：福岡教堂　月 1 回 
　　　　　おつとめ学習（学年別）　教科学習（学年別）
＜他行事＞
　・総会（年 1 回）、同窓会旅行（随時）
〒811-3101 福岡県古賀市天神1-3-39-401

大山英則　☎090-9079-3956　メール ex5hooyｍ＠yahoo.co.jp

大分地区（休会中）�
〒874-0000 大分県別府市大字亀川2328−5� 山田義空　☎090-4778-7303

長崎地区�
 ・2025 年 8 月 8 日「平和のつどい」本願寺長崎教堂　参拝
 ・親鸞聖人ご命日法要参拝　毎月16日10時　本願寺長崎教堂

　　 8 月11月 1 月は休座　16日が土日祝日の場合、金曜日又は平日
　・長崎教堂　報恩講参拝　2024年11月27日～28日
　・長崎教堂　御正忌報恩講　2025年 1 月
　・お勤め講座　2024年11月12日（火）　講師：長崎教務所長
〒854-0077 長崎県諫早市白岩町21-4
� 丸山宏一　☎0957-26-3041　メール maruyama1340@softbank.ne.jp

熊本地区�
＜学習会＞ 
会場：熊本別院

 ・全学年学習会　毎月第 1 月曜日 9 時30分～12時
　　前期学習会　2024年10月～2025年 4月、後期学習会　2025年 5月～ 9月

 ・聲明練習会（熊本別院主催） 毎月第 1 月曜日　13時30分～15時30分 
　・記念講演会　毎年10月 同窓会熊本支部の総会時に開催 
＜その他＞
　・熊本別院報恩講　毎年11月26日～28日　全学年、同窓会総参拝
〒861-4101 熊本市南区近見2－9－57�

守田　博　☎080-7987-0850　メール moriyan5533@gmail.com
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宮崎地区�
＜学習会＞
会場：宮崎別院
　・総会、学習会　2024年10月予定
〒880-0942　宮崎市生目台東3-4-4
山﨑征雄　☎0985-54-8315　メール yamaconsa-jim@miazaki-catv.ne.jp  

鹿児島地区�
会場：鹿児島別院
＜学習会＞

 ・声明練習会　2024年10月～2025年 5 月　学科学習会　2025年 3 月
 ・勤式指導員による声明講習会　2025年 5 月

＜他行事＞
　・総会　2024年10月開催
　・鹿児島別院「報恩講」参拝　2024年12月
　・一泊研修会「かくれ念仏ゆかりの地を訪ねて」2025年 ７ 月予定
〒892-0862　鹿児島市坂元町47-153� 政元順子　☎090-9601-1717

沖縄地区�
＜学習会＞
　・月1回の学習会（日程などは別院と調整）
　　会場：沖縄別院本堂や研修室
　・仏教連続講座（まなざし仏教塾）出席　毎月第 2 土曜日
　　　「生死を超える道」　講師：志慶眞文雄先生
　　会場：しげま小児科医院 2 階（まなざし聞法道場）
＜その他＞
　・沖縄別院の常例法話など、各種行事に参拝
　・特別講義　2025年 3 月（沖縄別院彼岸会前日予定）
〒901-2132　沖縄県浦添市伊祖 5 -10-1  沖縄別院内沖縄地区つどい事務局
� 事務局担当　西脇順照（世話人　石川八代子）　☎090-5486-9828 

（2024年 7 月現在）
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【各種講座のご案内】
①第３₆回 中央仏教学院真宗講座

仏教・真宗の学習のための「真宗講座」をオンラインで開催し
ます。

「浄土三部経」を読む ―『仏説観無量寿経』―

　北塔 光昇 先生
　　（本願寺派勧学・中央仏教学院講師）

　

『歎異抄』を読む ― 序・師訓篇 ―

　川添 泰信 先生
　　（本願寺派司教・中央仏教学院講師）

・講座動画をオンライン上で限定公開します（YouTube）。
・ 両講座講義動画を₂₀₂₄年 ₄ 月～翌年 ₃ 月まで毎月一日に公開（全

₁₂回）。

②中央仏教学院真宗講座アーカイブ
過去に開催された真宗講座（第₃₄回・第₃₅回）の講義動画を公
開します。

　■「浄土三部経」を読む ―『仏説無量寿経』上・下 ―
全₂₄回（₃₀分×₄₈動画）

　　　　北塔 光昇 先生（本願寺派勧学・中央仏教学院講師）
　■「正信念仏偈」を読む ― 依経段・依釈段 ―

　　全₂₄回（₃₀分×₄₈動画）
　　　　川添 泰信 先生（本願寺派司教・中央仏教学院講師）
　・講座動画をオンライン上で限定公開します（YouTube）。
　・講義動画はすべて、いつでも視聴可能です。
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◆開催期間
　①第₃₆回真宗講座、②真宗講座アーカイブともに、
　₂₀₂₄（令和 ₆ ）年 ₄ 月～ ₂₀₂₅（令和 ₇ ）年 ₃ 月末の ₁ 年間
※期間中、上記の全講義動画を何度でもご視聴いただけます。
◆受講料
　①第₃₆回真宗講座 ₁₀,₀₀₀円　　②真宗講座アーカイブ ₁₀,₀₀₀円
※※※※※ ①と②はそれぞれ別にお申し込みください ※※※※※
◆お申し込み方法

右記よりご希望の講座のQRコード（Googleフォー
ム）を読み込み、お申し込みの上、受講料を下記
の口座にお振り込みください。学院ホームページ

「各種講座」からもお申し込みいただけます。
　　お振込先：ゆうちょ銀行　　
　　　　　　　　口座番号：₀₁₀₉₀ ︲ ₉ ︲ ₁₁₃₆₁
　　加入者名：中央仏教学院真宗入門講座
※通信欄について
　①第₃₆回真宗講座にお申し込みの際→「真宗講座」
　② 真宗講座アーカイブにお申し込みの際→「真宗講座アーカイ

ブ」とご記入ください。
※ゆうちょ銀行以外の銀行からのお振込の場合
　ゆうちょ銀行 金融機関コード：₉₉₀₀　店番：₁₀₉　預金種目：当座
　店名：一〇九店（イチゼロキユウ店）　口座番号：₀₀₁₁₃₆₁
◆お申し込み締め切り日
　①第₃₆回真宗講座　　　開催期間中、いつでもお申し込み可
　②真宗講座アーカイブ　₂₀₂₅（令和 ₇ ）年 ₂ 月₂₈日
◆注意点

視聴環境（パソコン等視聴機器とインターネット環境）は受講
者ご自身でご用意ください。

【お問い合わせ先】中央仏教学院　講座係
 chubutsu₁₄₀₁@gmail.com
☎ ₀₇₅ ︲ ₈₄₁ ︲ ₁₄₀₁（平日 ₉ 時～₁₆時）

①第36回真宗講座

②真宗講座アーカイブ 
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音 菩 音 音 音 音 音 音 音 音 音 音

音 音 音 音 音 音 音 音 音 音 音 音

② 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊

榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊

榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊

榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊

榊 榊 榊 榊 榊 樹 榊 榊 榊 榊

榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊

榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊 榊

③ 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤

堤 堤 提 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤

堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤

堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤

堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤

堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤

堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤 堤

榊 榊
榊 榊

堤 堤
堤堤

①～③の中に一文字だけ別の漢字が紛れています。並べ替えて意味の通る言葉にしましょう。

解答

音 音
音

音

ヒント：釈尊・瞑想・さとり

『僧侶教本』～釈尊の生涯～

『浄土真宗聖典（註釈版）』索引

➤ 悩んだらヒントを参考に、教科書や聖典で探してみましょう

事 務 局 M か ら の 挑挑挑 戦戦戦 状状状M
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パソコン・スマホ・タブレット で
仏 教 ・ 真 宗 の 基 礎 を
わ か り や す く 学 ぶ
中央仏教学院通信教育 入門課程【ｅラーニング】

受講者募集中

詳細・お申し込みは
左の コードより
入門課程のご案内
ページまで

マスコットキャラクター
〝中仏ちゃん〟

講義の一幕
一コマ 分程の短い動画形式で構成されています

仏教と浄土真宗の基礎を、パソコンやスマートフォンで学ぶ
１年間の基礎学習コースです。初心者の方でも１年間の学習で、
仏教と真宗の基礎が理解できます。
「専門課程」を受講中の方にも、学習の補助としてご活用い

ただけます。詳しくは通信教育ホームページまで。

随時開講：いつでも学習を開始できます
受講期間：受講開始より１年間
受 講 料： 円

学びの友 第53巻9月号（通巻607) 2024(令和6)年9月１日

中央仏教学院通信教育部	
同朋舎納

〒615-0091 京都市右京区山ノ内御堂殿町27
☎(075)801-3507　振 替　01080-2-14847
https://www.chubutsu-tsukyo.jp
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